
実践事例６

Ｉ

テーマ「地域と連携した活動の展開」

住田町立有住中学校

連携のポイント

★学校の総合的な学習の時間を利用して地域に伝わる伝統文化体験学習・森林学習を行

　いました。

★長期休業を利用して小中連携の地域活動を行いました。

　こんなー■が

１　住田町立有住中学校にｰっいて

　　全校生徒76叱｡各学年１学級ずｰっ針３

　学級の小規模学校。地域は山村地域で比

　較的地域との連携は行いやすい学校で

　す。特色ある学校づくりとＬで「全校ト

　レーニンダ」に取り組んで効果をあげて

　います。また、生徒会活動を中心とした

　新聞・合･l活動も行･⊃ています。

２　課題

（1）地域の課題

　　学区は、人口約2､000人。少子高齢化が

　道んでいまず。町として後継者不足や職場

　が少ないという課題があります。

（2）学校の課題

　　地域にある幽林とのふれ合いや伝統文化

　の体験が不足えてきました。素直で明るい

　子どもたちではあるが、たくましさを育成

　する必賢があります。

ｌ　麗麗解決に向けて

　　学校と地域・小中学校が連携Ｌて課題解

　決を実践することで効果があると考えまし

　た。そこで、町・地域の方々・小学校と連

　携して次のような実践を試みました。
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ΣI　こんな実践を

　１　伝統文化体験学習

　　（1）ねらい

　　　　地域文化の継承と郷士への愛着を深

　　　めること。地域の人たちとの交流を深

　　　めること。

　　（2）内容（全学年対象）

　　　ア開設講座

　　　　　竹工芸・かぎ針編み・手芸・ちぎ

　　　　り絵・木工・郷士料理

　　　イ　講師

　　　　　地域の高齢者を中心に全部で20

　　　　人程度。

　　　ウ　実施時問

　　　　　総合的な学習の時間を利用して４

　　　　時間で行う。

　　　こヱﾆ　　講師の人選

　　　　①　各地区の老人･クラブヘの案内

　　　　　を出Ｌ選んでもらう。

　　　　②　地域の人材を学校で教育委員

　　　　　会の協力を得て選ぷ。

　　（S）成果

　　　　普段行うことのない、地域に伝わる

　　　伝統文化を実際に体験Ｌ、伝統文化へ

　　　の興味を持-⊃ことができました。体験

　　　活動を高齢者の方と行い、活動だけで

　　　なく高齢者との交流もでき、地域での

　　　今後の活動に役立。ているようです。

　　（4）課題

　　　　開設講座lご限界があるために、毎年

　　　同じような講座Ｌか開催できません。

　　　材料の準備等、講師の方にかなりお世

　　　話になっています。
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２　地区一書活動

　（1）ねらい

　　　冬季休業を禾|」用し、地区ごとに小中

　　学生が協力して、地域の方と一緒に活

　　動をＬ、感謝の気持ちを表す。

　（2）内容（対象全生徒・小学校全児童）

　　ア真体的な活動

　　　　おたすけマン（ボランティア活

　　　動い年賀カード作り・郷士料理

　　イ　実施日時

　　　　冬季休業中（12月25日午後）

　（S）小学校との連携

　　ア　中学生が小学校に行･って殷明

　　イ　当日中学生は小学生の世話

　（4）成果

　　　各地区ごとに工夫した活動を小中学

　　生で行い、小さい頃からお世話になっ

　　ている地域･ヽの貢献ができました。そ

　　の活動の中で、今年度は小学生と活動

　　をＬました。中学生は白分のことだけ

　　でなく、小学生のお世話もしました。

　（5）澱題

　　　今年度初めて小中合同で行ったため、

　　何かと不十分な点がありました。中で

　　も、内容は郷士料理が多く、地域に感

　　謝するよりも、地域の方のお憬話にな

　　ることの方が多くなってしまいました。

　　　また、小学生も全員参尨にしたため

　　に、人数の多いところは、小学生のお

　　世話が大変な地区もありました。

３　森林学習

　（1）ねらい

　　　森林学習を通Ｌて、住田の森林環

　　境・地球全体の環境を考える。

　（2）内容（２・ａ年生対象）

　　ア実施時問

　　　　総合的な学習の時間15時間

　　イ　具体的な学習内容

　　　①地球温暖化対策

　　　②ペレットエ場見学

　　　③林業体験（間伐作業）

　（3）住田町との連携

ア産業振興課の協力

　　講師派遣（森の案内人等）

イ　予算卜の援助

ウ　町有林の利用

　　　　　　　間伐体噛

（4）成果

　　町のgO％以ﾄ｡を森林がＬめ、「森

　林・林業日本一の町」を目指Ｌている

　住田町に住んでいながら、森林に関す

　る知識が少なか･ったのですが、この学

　習を通Ｌて森林（住田町の森林）にｰっ

　いて学習を深めただけでなく、実習も

　あり、林業･ヽの興味がより深まりまし

　た。

（5）仮題

　　これも今年度初めての学習のため、

　不十分な点がありまＬた。来年度は次

　のような学習にしたいと思います。

　ア　３年間を見通した学習にする。

　イ　各学年に応じた内容を考える。

　ウ　学校中心で内容を考え、必要なと

　　ころを援助してもらう。

IV　まとめ

　　地域と連携しながらの活動を、本校では

　ﾄ｡記のように行ってきました。このような

　活動を通Ｌて、子供達にと･って本校ならで

　はの活動ができていると思います。その結

　果、地域･ヽの愛着や地域-ヽの貢献をしたい

　という心ができていると思います。

　　これからも、今の活動に満足せずに、よ

　りよい地域連携活動を目指Ｌて取り組みを

　行･⊃ていきたいと思います。
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実践事例フ　テーマ「幼児との交流～家庭科の保育実習を通して～」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　釜石市立甲子中学校

連携のポイント

★家庭科の保育実習を通して、教科担当、地域連携の窓□となる教員か中心となって、地域にあ

　る幼稚園と連携した学習を展開しました。

！　こんな課題が

　１地域の今日的な無題

　　　近年、甲子地区も少子高齢化が進み、核家

　　族の家庭が多くなり、生徒数も滅少傾向にあ

　　ります。このことによ･って生徒たちは、地域

　　とのｰっながりや異世代間の交流も少なくなり、

　　地域で肯まれた実感を得ることが難しくなっ

　　てきまＬた。

　２学校・教科としての無●

　　　家庭科「家族と家庭生活」の単元では、保

　　脊学習を通Ｌて幼児期への理解を深めまず。

　　学んだ内容をより礦かなことにするためには、

　　幼児と直接交流することが望ましいと考えま

　　す。それを実現するためには、教科担当者だ

　　けでは手続きや時間的な開題など難Ｌいこと

　　が生じてきます。

ｌ　麗麗の解決にむけて

　１校内体側の構集

　　　地域で受け入れる幼稚園や保育園を探す

　　ことから交渉・打ち合わせ等、保育実習に係

　　る用務に･ついて、教科担当者と地域連携窓口

　　教員が協力Ｌ合い、校内体制で取り組みます。

　２学習内容に･っいて

　　　保育実習の目標「幼｡児とのふれあいに関心

　　を持･って臨み、関わり方を工夫したり考えた

　　りすることができる」に迫るために、次のよ

　　うな学習内容を盛り込みます。

　　（1）幼児の立場に立って考え、ﾀﾞ･ループごと

　　　におもちゃを作成・持参Ｌ、遊びながら関

　　　ねること。

かみしぱいの読み聞かせ

（2）個々に澱題・テーマを持たせ、幼｡児の様

　子を目的意識を持って観察させること。

（a）幼児と接ずる際に気を付けることを一一

　すること。

Ⅲ　こんな実践を

　　｢私立正福寺幼稚園での保育実習｣

　１連携について

　　(1)4月ﾄ｡句

　　　　地域連携窓口教員が、学校の近くにある

　　　私立正福寺幼稚園に保育実習受け入れにつ

　　　いて交渉し､打ち合わせ日程を決めました。

でんしやごっこ
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　（割）ち合わせ

　　　私立王権寺幼稚園で、学習内容と実習の

　　留意点､前期･後期の実習日程､助言に･⊃い

　　て確認ＬまＬた。

２保育実習

　（1）期日

　　　平成18年６月27日（火）

　　　　　　　　　　　･‥2年Ｂ組（28名l

　　　平成18年12月l9日（火）

　　　　　　　　　　　･‥2年Ａ組（27名l

　（2）日程

8:50～9:20

9:30～g:40

9:45～9:55

10:00～11:00

11:05～11:20

　　11:25～11:35

　　11:40～12:20

（a）実習の様子

日程・目標確認

徒歩で移動

始めの挨棉・諸連絡

実習

先生方のお話

お礼の挨撮

徒歩で移動

まとめ

　初めはどの学級も、生徒だちと園児遠の

自己紹介から入りました。どのように接し

たら良いか、とまどう生徒の姿が多く見ら

れました。しかし、自分から積極的に園児

に話しかけること、笑顔を絶やさずに明る

く振る舞うこと等、幼稚園の先生方が手本

を示して下さいました。生徒たちが関わる

きっかけを示して下さることも多く、各学

級では、幼稚園の先生方が実習の間、生徒

たちを見守って下さいました。

おさかなつれたかな？

｜

　　実習の後半になると、園児の目線に合わせ

　て低い姿勢で語りかけるなど、生徒は身をも

　･ｺて関わるこ-7]をｰ⊃かみ、表情もだいぶやわ

　らいできまＬた。

３実習を鮪えて

　　生徒たちは｣帰校後、ただちにお世話になっ

　た保育園の園児遠や先生方にお礼状を書き

　ました。生徒の満ち足りた表情とその文面か

　ら、充実感が見てとれます。
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!yまとめーこんな威・が－

　１地域の幼稚園と連携を図ることによりて、

　　学校の校務分掌が活性化されました。

　２私立正福寺幼稚園の先生方からは､「卒園生

　　の成長Ｌた様子がうかがえて良か･ｺた。態度

　　や･阿葉遣いも立派でした｡」という講評を得ま

　　Ｌた。また、「地域の生徒たち」という考えか

　　ら保育実習がＳ年同も読いています。

　３家丿血に幼児がいない生徒も、幼児との関わ

　　り方を学ぷことができまＬた。また、地域と

　　の･ｺながりや多くの人たちのおかげで白分の

　　成長があることを学ぴました。さらに将来、

　　よき家庭人、地域住民となる気持ちや人に対

　　する思いやりの心も学んだと思います。

一匹－



実践事例８　テーマ「地域住民とのふれあいによる豊かな心の育成」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮古市立山口小学校

連携のポイント

★地域住民の方々にそれぞれの得意分野や活動の実践の場として学校を開放し、子どもとのふれ

　あいや交流をしていただくことにより、子どもの体験を広げ豊かな心の育成に努めるとともに、

　多くの地域住民の目により学校の安全か守られる体制づくりに取り組みました。

！　こんな課題が

　１地域の錐意

　　　この地域は、市街地でありIU粛からの住宅

　　地です。占くからの団地・アパートも多く、

　　子育てを終えた高齢者世帯と若い世帯が醗在

　　Ｌています。お年寄りの方から見ると、地域

　　に子どもはいるものの、その徽は減少し、結

　謝の心などの心情を育むことかできるので

　はないか。

ぽ地域の方々には、子どもとのふれあい、得

　意分野の実践、自己実現などの様々な喜びを

　感じていただけるのではないか。

ぴ-7]きは一時代前から1ヒベると、希薄なもの　●　こんな実践を

　にな･っているという声を聞きます。

２学校の里恵

　　本校は､全校児童釣3SO名の中規模校です。

　　世相を反映Ｌ、共働き家|底、植家族家丿血も

　多く、片親家|底の割合も低くはない状況です。

　放課後は学童保育に向かろ児童も多く、お年

　寄りとのふれあいや交流体験の少ない子ども

　が多い傾向にあります。

　　ゲーム機やテレピ等を通Ｌた遊びの体験は

　あるものの、昔ながらの遊びや創作活動、文

　化的体験は、少ない傾向にあります。

ｌ　課題の解決に向けて

　１　めざすこと

　　　地域のお年寄りの得意分野や活勧によるふ

　　れあいを通Ｌて、地域や学校の課題を解決Ｌ、

　　子どもたちに豊かな心を育むこと。

　２考え方

　　（1）学校を訪問Ｌさまざまな活動や交流を

　　　していただくことにより、子どもは、地域

　　　の方４とのふれあいや、日頃は得られない

　　　体験ができるのではないか。

　　（2）ふれあいや体験を通Ｌで、子どもたちに

　　　工夫する心、ものをSIJ作Ｌ大切にする心、

　　　他者を大切にする心、奉仕の心、尊敬や惑

一部－

１地域への協力依頼および説明会

　　「ふれあい教室」の講師、スクールガードの

　方々、ＰＴＡ役員、学校長等による懇談会を

　開催し、次のような内容で理解と協力を願う

　場としました。

　（1）授業参観による子どもの学校生活の理解

　（2）地域の子どもの姿の情報交換と共通理解

　（3）今年度の協力活動へのお願い

２具体的実践

　（1）公開講座：ふれあい教室

　　ア公開講座の設定と募集

　　　　家庭向け配付文書により、公開講座の

　　　趣旨と内容を説明し参加者を募集した。

　　イ公開講座の実施（昼休みや放課後）

　　　①「遊戯路」で遊ぶ会

　　　　　発明好きで昔遊びを教えてくださる

　　　　講師による考案・制作の「遊戯路」（石

　　　　蹴り遊び）で遊ぶ会を中学年児童対象

　　　　に開催しました。児童は遊び方につい

　　　　て開いたり、一緒に遊んだりすること

　　　　で講師の人柄にふれ、普段の自分達の

　　　　遊ぴにはない体験をしました。

　　　②紙工作教室・手芸教室

　　　　ａ　１・２年生は、講師の方より「マ

　　　　　ジックカード」制作を教えていただ



　きました。簡単な手品のできるものが完

　成し、大喜びで講師とともに何度も遊ぴ

　交流することができました。

ｈ　３・４年生は、日頃は馴染みのうずい

　千代紙を材料に和紙人形や箸入れ作りを

　教えていただきまＬた。できたものは、

　家族で使ったり鮪･ｺて楽しんだりするよ

　うお話していただきました。

ｃ　５・６年生は、マフラー編みを教えて

　いただきまＬた。毎週１～２回と継続Ｌ

　た講座となる中で、講師との心の交流が

　なされ、その中で手作りのよさ、丁寧に

　取り組む心、できた喜び、感謝の心など

　を感じ取ることができました。

③茶道教室

　　１～６年生の希望者54名が５つのグル

　ーブに分かれ茶道を体験しました。講師の

　お話や実際の動作を通して､もてなしの心、

　感謝の心、あいさつ、礼儀づ乍法などを学

　ぴました。また、茶道具等の片付け等に進

　んでお手伝いする気持ち、講師への感謝の

　心も培われました。

（2）防犯・交通安全への見守り活動

　ア登校時の交通安全・あいさつ活動

　　　地域住民有志の方々が、学区内各所にて

　　登校時の交通安全見守り活動をしています。

　　挨拶や励ましの声がけもいただきます。そ

　　の応答による交流が、子どもたちの地域の

　　方への親近感や、進んで相手に関わり、挨

　　拶しようとする心を培っています。

　イ下校時の見守り活動

　　　地域住民有志によるスクールガードの

　　方々に下校時の安全見守りや学区内の巡回、

　　集団下校での安全確認をしていただきまし

　　た。子どもは自分たちのために活動してく

　　ださる方々の存在を知り、感謝の心を持つ

　　ことかできました。

（3）「ありがとう集会」

　　子どもたちに、学校生活が地域の方々から

　の様々なお世話や協力をいただいていること

　に気づかせ、感謝の気持ちをもってあいさっ

　や協力をしていこうとする心情を培うことを

　願って児童集会を開きました。

　　集会では、日頃お世話いただいている内容

　の紹介や感謝の言葉を発表しました。また、

　給食も一緒に食べ、交流も深めました。

　　招待者は、に惚にあげた方々に加え、校庭

　の位取り作業をしてくださった老人クラブ

　の方々も入っています。老人クラブの方々は、

　子どもたちに楽しんでもらいたいと、踊りの

　出し物をしてくださいました。子どもたちは、

　予想外の展開と楽しい踊りに大喜ぴでした。

!Vまとめ一成・と麗麗－

　　子どもたちが、お年寄りを含む地域の方々と

　様々な場面や活動を共にＬ、ふれあいを持･⊃と

　いうことは、日頃の学校生活や家庭生活では得

　られない豊かな体験が広がるということです。

　それにより、子どもたちには少しず･⊃ですが、

　各実践事例で迷ぺてきたような様々な心情が培

　われてきています。これらの心情体験が、豊か

　な心の育成に役立-っことを顧うものです。

－27－

低j?知の了-どもか、礼儀・作法

やあいさｰ)を９λでいまｔ。



実践事例９テーマ「図書館ポランティアとの連携を生かした総合的な学習の時間の展開」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野田村立野田中学校

連携のポイント

★図書館ボランティア（豊かなめを河むことをめざしj舌動する地域有志による団体）との連携により「総合的な

　学習の時間」を展開し、中学生による「読み聞かせ」活動を地域の各施設で実践しました。

！　こんな膿腫が

　１地域の里恵

　　　野田村は、太平洋に面Ｌ県北に位置する、

　　豊かな自然に恵まれた村です。人口は減少傾

　　向にあり、少子高齢化が進んでいます。

　２学校の麗麗

　　　村内の小学校・中学校は･･一枝のみであり、

　現活動を通して異年齢集団と交流を図るこ

　とにより、多様なコミ=1ニケーションの重

　習性を認識できるのではないか。

（a）地域の団体節との連携を図ることによ

　り、―村―校でＬかできない有意義な交流

　活動を行えるのではないか。

義務教育９ヵ年は同じ仲間で過ごすことにな　●　こんな実践を

ります｡幼い頃から同一メンバーであるため、

何も言わなくてもわかりあえるという安心感

が生徒にはあります。

　その反面、い･っもと違う環境lご対して必要

以卜に不安を感じる生徒が多いという実態

があります。特に、集団ではなく個人で解決

しなけれぱならない問題が生じると、持てる

力を発揮できずに苦Ｌむ場面が見られます。

　したがぅて、校内だけでなく、外部との多

様なコミ=1ニケーションを通Ｌて物事を考

え行動する体験が、生徒達には必要であると

言えます。

ｌ　麗麗の解決にむけて

　１　めざすこと

　　　福祉をテーマに地域の異年齢の方4rとの

　　交流を通Ｌで、「人々の幸い」のために白分

　　たちができることを考える機会とする。

　２考え方

　　（1）白分たちの活動を通Ｌて地域の「福祉」

　　　を見-⊃める交流活動を設定することで、Ｓ

　　　年間のまとめとしての「総合的な学習の時

　　　問」に数り組むことができるのではないか。

　　（2）図書館ボランティア「あっぷりぷ」の指

　　　導を受け、生徒達が「放み聞かせ」等の表

一閲－

１地域ゲストティーチャーの活用

　（1）地域に伝わる歴史を学ぶ

　　　野田塩に関わる「撫でベゴ」について、

　　地域のＮＰＯ法人の方をゲストティー

　　チャーに迎え、学習会を実施しました。

　（2）図書館ボランティア「あっぷっぷ」と

　　の交流学習

　　ア「読み聞かせ」の学習会

　　イ中間発表会を行い、指導を受けること
●゛●

　　　　　　「読み聞かせ」学習会の様子

２交流活動計画の作成

　　村内の保育所、小学校、特別養護老人ホー

　ムに計画の趣旨を説明して協力を要請し、交

　流活動計画を作成しました。

　（1）小学生や地域の老人クラブとの浜清掃

　（2）保育所や小学校での絵本の「読み聞ｶせ」

　（3）特別養護老人ホームでの演劇演舞の発表



資料１

テーマ

月計画

　５月

　「総合的な学習の時間」年間計画

　「福祉」～異年齢の方々との交流を

通して、地域の一員としての役割を

考える～

オリエンテーション、希望確認、グ

ループ編成

　６月　ＮＰＯ法人「野田塩ベゴの道」障子

　　　　ﾄ.氏による歴史学習会

　　　　図書館ボランティア「あっぷっぷ」

　　　　による「読み聞かせ」学習会

　７月第１回フィールドワーク（浜清掃）

　９月　中間発表会（再指導）

１０月第２回、第３回フィールドワーク

　　　　文化祭における取り組み発表

１１月　野田村キッズセンクーでボランテ

　　　　ィア（発展学習）

１２月学習のまとめ（個人作文）

３　実麹事例

　（I）図書館ボランティア「あっぷ。ぷ」によ

　　る「読み聞かせ」学習会

　　アテーマ：「読み聞かせ」に-7］いて知ろう

　　イ時間：２時間

　　ウ講師：図書館ボランティアrあっ

　　　　　　　　ぷっぷ」の皆さん

　　エ対象：野田中３年生68名

　　オ概要

　　　　「読み聞かせ」についての説明を受け、

　　　実演を見せていただきました。その後ダ

　　　ループに分かれ、演習を行いました。

　　カ連携のポイント

　　　　朝読書の時間に中学生対象に「読み聞

　　　かせ」をＬていただいている「あぅぷ、

　　　ぷ」の皆さんに講師をお願いしました。

　　　様がな絵本に加え、紙芝居やペープサー

　　　ト、エプロンシアターなどを指導してい

　　　ただきまＬた。

　（2）保育所での「読み聞かせ」交流会

　　アテーマ：「読み聞かせ」で交流Ｌよう

イ時間：４時間

ウ概要

　　村内の保育所・小学校にお願いし、中

　学生による「放み聞かせ」交流を行いま

　Ｌた。

エ連携のポイント

　　計画は生徒の希望状況を確認Ｌで学年

　職員が作成し、図書館ボランティアや各

　保育所の保育士の方々の支援を受けなが

　ら計画を進めまＬた。

　　　　　「酋み聞かせ」を行う生徒ａ様子

!Vまとめー「喜ぱれる」ことがやる気|=！一

　　　「読み聞かせ」交流を行うことで、生徒たち

　は、人々の役になつ|喜ぴを実感Ｌたようです。

　特に園児たちの笑顔や高齢者の方々から感謝さ

　れることが大きな惑動となりまＬた｡「園児の笑

　顔に白分たちが勇気づけられた」、「-ったない実

　践をあんなに喜んでもらえて嬉しい」、「園児や

　小学生にわかってもらえるよう努力吋’ることは

　楽Ｌい錘験だりた」等、異年齢の方々との交流

　で得た喜ぴが、次の活動へのやる気にｰっながっ

　ていまず。

　　11月には、野田村キッズセンター（児童館）

　で「読み聞かせ」等のボランティアを行いまし

　た。ここでは今まで身にｰっけた力を発揮すると

　共に、小学生のために新たにゲームや手品を披

　錐するなど工夫が見られ好評でＬた。

　　各施設のご理解とご支援をいただきながら、

　地域ボランティアの方４や野田村キッズセンタ

　ーと連携し計画を進めることができまＬた。生

　徒にと･ｺて「人寿の幸い」を考える有意義な学

　習でＬた。

一匹－
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